
６
月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
、

相
生
振
興
公
社
と

津
別
町
振
興
公
社
の
平
成

年
度
決

（株）

（株）

27

算
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
公
社
は
、
町
が
出
資
し
て
い
る
も
の
で
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
よ
っ
て
事
業
報
告
と
決
算
書
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
両
公
社
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
平
成

年
度
》

振
興
公
社
決
算
報
告

27

問い合わせ先 北海道後期高齢者医療広域連合 緯011－290－5601

役場 保健福祉課 健康医療グループ 後期高齢者医療担当 緯76－2151（内線229）

◆

保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

現
在
ご
使
用
し
て
い
る
保
険
証
の
有
効
期
限
が
平
成

年
７
月

日
を
も
っ
て

28

31

満
了
と
な
る
た
め
、
８
月
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

７
月

日
（
水
曜
日
）
よ
り
、
新
し
い
保
険
証
を
更
新
し
ま
す
の
で
、
保
健
福

13

祉
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
厩
番
窓
口
に
印
鑑
と
旧
保
険
証
を
ご
持
参
い
た
だ
き

更
新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
新
し
い
保
険
証
は
、
更
新
の
日
か
ら
す
ぐ
に
使
用
で
き
ま
す
。

◎
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成

年
７
月

日
で
す
。

29

31

◎
役
場
ま
で
更
新
手
続
き
に
こ
ら
れ
な
い
方
は
、
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
の
で
電

話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今
年
の
新
し
い
保
険
証
の
色
は
水
色
で
す

◆
減
額
認
定
証
（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
）
も
新
し
く
な
り
ま
す

現
在
使
用
し
て
い
る
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
が
平
成

年
７
月

日
を
も
っ

28

31

て
満
了
と
な
る
た
め
、
８
月
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
保
険
証
と
同
じ
く
１
年
間
で
す
。
引
き
続
き
交
付

対
象
に
該
当
す
る
方
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
減
額
認
定
証
を
保
健
福
祉
課
後
期
高

齢
者
医
療
担
当
厩
番
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

新
た
に
減
額
認
定
証
が
必
要
に
な
る
方
は
、
下
表
の
交
付
要
件
に
該
当
す
る
こ

と
を
ご
確
認
の
上
、
保
健
福
祉
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
の
新
し
い
減
額
認
定
証
の
色
は
黄
緑
色
で
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
証
（
被
保
険
者
証
）
の
一
斉
更
新
に
つ
い
て

世帯全員が住民税非課税である方区分衛

世帯全員が住民税非課税である方のうち、

次のいずれかに該当する方

・世帯全員の所得が０円の方

（公的年金収入のみの場合、その受給額が８０万円以下の方）

・老齢福祉年金を受給されている方

区分英

〈減額認定証の交付対象…次の区分英または区分衛に該当する方〉

７月１３日
～２９日

《保険証の更新日程（土・日・祝日は除きます）》
収入の部

支出の部

清掃管理事業原価 106,169

グレステンスキ－事業原価 1,441

一般管理費 25,316

特別損失 2,000

支出合計 134,926

税引前当期利益 4,144

法人税充当額 1,546

当期利益 2,598

津別町振興公社損益計算書 単位：千円

（平成27年4月1日から平成28年3月31日まで）

受
託
事
業
に
つ
い
て
は
、
日
常
清
掃
業
務
８

施
設
、
特
別
清
掃
業
務

施
設
、
施
設
管
理
業

11

務

施
設
、
公
園
管
理
業
務
６
施
設
、
公
衆
浴

１１
場
管
理
業
務
１
施
設
は
、
当
初
の
計
画
ど
お
り

事
業
を
行
い
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
事
業
に
つ
い
て
は
、
グ
レ
ス
テ

ン
ス
キ
ー
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
５
月
～

月
ま
で
の
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
及
び
夏
休

１０み
期
間
中
の
営
業
と
し
、
特
に
9
月
の
連
休
期

間
中
（
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
）
は
、
予
想
以
上

の
入
込
数
が
あ
り
、
営
業
日
数

日
で
１
６
８

90

０
人
（
前
年
度
１
２
８
７
人
）
と
昨
年
度
を
大

幅
に
上
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
し
た
。

津
別

世
紀
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
５
月
～

２１

月
ま
で
毎
日
利
用
可
能
と
し
、
日
帰
り
利
用

１０者
５
８
７
人
（
前
年
度
５
８
０
人
）、
宿
泊
利
用

者
１
７
３
２
人
（
前
年
度
１
８
０
４
人
）
と
前

年
度
を
若
干
下
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
よ
り
累
積

赤
字
を
す
べ
て
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
年

度
に
お
い
て
も
剰
余
金
を
計
上
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
業
務
を
行
う
に
あ
た
り
常

勤
職
員
、
パ
ー
ト
職
員
、
臨
時
職
員
、
季
節
職

員
の
職
員
総
数

人
の
人
員
体
制
で
業
務
を

60

行
い
ま
し
た
。

ೋ

༆

಴

૦

ޟ

࢖

২

清掃管理事業収入 136,760

グレステンスキ－事業収入 2,101

事業外収入 209

特別利益 0

収入合計 139,070

主
要
事
業
で
あ
る
「
相
生
物
産
館
」
の
営

業
に
つ
い
て
は
、

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

15

平
成

年
８
月
に
「
道
の
駅
」
と
し
て
登
録

15

さ
れ
、
来
場
者
数
は
順
調
に
推
移
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
平
成

年
度
を
ピ
ー
ク
に
来
場

22

者
数
・
売
上
と
も
低
迷
し
て
い
る
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
し
た
。

平
成

年
度
は
そ
の
脱
却
に
挑
み
、
回
復

27

基
調
と
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
若
干
の
黒
字
と
な
っ
た
も
の
の
非
常
に

厳
し
い
状
況
は
続
い
て
い
ま
す
。

決
算
は
、
税
引
き
前
当
期
利
益
２
７
１
万

８
千
円
、
法
人
税
充
当
額

万
９
千
円
を
差

69

し
引
き
、
当
期
利
益
２
０
１
万
９
千
円
と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

職
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
正
規
職
員
１
名
、

役
場
派
遣
臨
時
職
員
１
名
、
パ
ー
ト
職
員
数

名
に
加
え
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
協
力

を
得
な
が
ら
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

௖

୆

૦

ޟ

࢖

২

収入の部

支出の部

店舗販売事業収入 88,939

公共施設管理事業収入 3,689

事業外収入 2,109

収入合計 94,737

店舗販売事業原価 64,292

公共施設管理事業原価 2,980

一般管理費 23,085

支出合計 90,357

固定資産圧縮損 1,662

税引前当期利益 2,718

法人税等充当額 699

当期利益 2,019

相生振興公社損益計算書 単位：千円

（平成27年4月1日から平成28年3月31日まで）


